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2006 年  06 月  13 日  

熊野の旅 紀勢西線 三輪崎駅  

 紀勢本線・紀勢西線の各駅停車に乗って新宮を発車すると、列車は新宮の町中を抜

け海岸線に出てトンネルに入ります。 
 かつては今の線路より更に海岸寄りを通り、大浜などと言う駅もあったようです。

その線路であったらしいものは引込み線として長く残され、本州製紙新宮工場や大浜

周辺の製材工場群の荷物を運んでいました。今は、全て外され公園や道路にそれらし

き面影を残すのみです。 
 トンネルを抜けるとすぐに『三輪崎駅』に着きます。 

 
 この三輪崎が『新宮鉄道』が開業した時には始発駅になっていました。新宮との間

の小高い岬を貫くのが難工事だったのかと思います。 
 三輪崎は小さな駅ですが、駅前には結構大きなタクシー会社があります。もっとも、

この駅の客で営業しているようではないですが・・・ 
 三輪崎駅は今の国道４２号線に背中を向けた形で作られています。昔の国道はこの

駅の方を通っているものです。 



 
 この駅の近くには特にこれと言ったものもないため乗降客もかなり少ないようで

す。停まるのはワンマン運転の各駅停車だけです。 
 三輪崎駅から真直ぐ進むとすぐに海岸に出ます。右手の方は埋め立てられて、三輪

崎港と物流団地が造成されていますが、まだ、砂浜が残されています。駅の周辺のた

たずまいといい、前の浜といい、開発から外れたため、鄙びたいい感じのものです。

しかし、地元の人からすると開発から取り残されたと言う感じもあっただろうと思わ

れます。 

 
 新宮まで一駅、国道で 3Km ほど・・・なまじ手を付けられなかった方が良かった

ような気もしますが・・・ 
カメラは真四角なのがエンサイン セルフィックス 820  
下二枚はレチナ 2ｃ+カータークセノン 35ｍｍ  
                      by je2luz | 2006-06-13 06:00 | 



 

 

 

 

2006 年  06 月  14 日  

熊野の旅 紀勢西線 紀伊佐野駅  

 鉄道の駅の名前を見るとそこが昔のどの国に入っていたかが分かることが多いで

す。 
 国鉄が全国に線路を敷いていった時、駅名は地名を使うことが多かったのです。そ

うなると全国に同じ名前の駅が一杯出来てしまいます。それでは切符の発行も出来ま

せんから、同じ名前があるときは頭に昔の国の名前をかぶせました。この辺りは『紀

伊の国』でしたから、やたらと頭に『紀伊』の着いた駅が多くなります。一番東の端

は『紀伊長島』です。それを過ぎると伊勢の国に入りますから駅名も『伊勢柏崎』な

んてことになります。 
 この『佐野駅』も他にあるらしく『紀伊佐野』になっています。 

 
 小さな駅ですがこの佐野駅のそばにかつては『巴川製紙』の工場があり通勤客も乗

降した時代もありました。数年前にこの巴川製紙も紀州工場を閉鎖し富士の方の工場

に統合してしまいました。 
 製紙工場は原料のチップや原木を置くヤードもありものすごく広いものです。これ

でも狭い方だったのかと思いますが、平地の無い南紀では広く感じました。 
 工場の閉鎖と共に職場が無くなり、大勢の失業者と転勤者を出し新宮経済に大きな

打撃を与えました。 
 この工場跡地には広大な敷地を使って巨大なショッピングセンターが出来ました。



スーパー、ホームセンター、大手家電販売チェーン、大手洋服やチェーン、大手ファ

ーストフードチェーン・・・など、平面的に並べた本当に広大なものです。 
 これが出来ても、都市部と違い電車で買い物に来る人も居ないので『紀伊佐野駅』

は閑散としたままです。 

 
 もちろん特急列車など停まりません。カーブの多い紀勢西線でも高速で走れる車両

を使っていますから、特急通過をホームで見送るのは怖いくらいです。 
 この駅は国道からも離れて落ち着いたたたずまいの駅前広場があります。大きな桜

の木以外には何も無い…と言う感じの駅前です。 
 国道沿いのショッピングセンターはよそのお客さんの目に触れることがあっても、

この駅が目に触れることは無いでしょうね。 



 

Tags:紀勢西線 国道４２号線 紀勢東線 by je2luz | 2006-06-14 07:12 

 

 

 

 

2006 年  06 月  15 日  

熊野の旅 紀勢西線 宇久井駅  

 宇久井（うぐい）駅は国道４２号線に直接面しています。紀勢西線は海岸沿いを国

道４２号線と並行して走っているので国道と駅はほとんどすぐそばにありますがこ

のように直接面した駅と言うものはほとんどありません。 



 
 ここ宇久井は駅の近くには何も無い閑散としたものですが、海に出ると三輪崎、佐

野と続いた港、『新宮港』の向かい側にある宇久井港があります。今はこの港も寂れ

ていますが、かつては南紀の産物を東京へ運ぶ動脈として脚光を浴びたことも在るの

です。 
 高地ー南紀勝浦ー東京晴海を結ぶ『サンフラワー』の寄港地だったのです。 
 就航当時は日本で初の外洋航路用大型フェリーとしてあの船腹に書かれた大きな

絵と共に話題となった『サンフラワー』が着いていたのです。 
 しばらくは、重量の重い製材製品などの長距離トラックと観光バスなどが利用して

いましたが、段々利用も減り、高知の方からの利用も減っていったので間引き運行と

なり役割を終えていったのです。昔は私も何度か晴海まで車と一緒に乗って行きまし

た。 
 宇久井駅と紀伊佐野駅の間には短いトンネルがあります。国道を走ると気が付かな

いのですが、たしか今の鉄道用トンネルに並行して小さなトンネルがあったと思いま

す。今も残されているのかどうか確認していませんが、この小さなトンネルはこの路

線が『新宮鉄道』として開業した当時のものです。昔の地方の鉄道がそうであったよ

うにここは『軽便鉄道』として開通したのです。今で言うとトロッコ電車のようなも

のです。 
 日本の国鉄は狭軌といわれる線路の幅の狭いものです。前後方向から見ると車両幅

に比べ車輪幅が異常に狭く不安定な代物です。軽便鉄道とは更に狭い軽がるとまたげ

るほどの線路でした。当然車両も小さく出来ていてトンネルも小さく出来たのです。

今のように高速輸送なんて考えることも無かったので、工費の安い軽便鉄道が作られ

ていったのですが、貨物輸送の面でも軽便鉄道では大量輸送に向かないし、全国の鉄

路が結ばれてゆくと、日本国有鉄道の採用した日本の標準である線路幅に統一されて

いったのです。その名残がこうした小さなトンネルとしてたまに残されているのです。



トンネルは使いながら広げることが不可能な代物ですから高価なものであっても放

置されるのです。国道などのトンネルでも古い小さなトンネルが放置されているのも

同じ理由です。 

 

 駅は無人駅です。ホームに入るとカーブだらけの紀勢西線らしくカーブに駅が作ら

れています。構内だけが複線になっているのですが、こうした風景を写真にすると頻

繁に電車の来る郊外の駅構内的な雰囲気もします。しかし、乗客の姿は高校の通学時

間だけです。こうした田舎では通勤に使われることは非常にまれなのです。いくら乗

客が減ってきてもまだまだ高校生の通学の足として鉄道は大切なものです。  
by je2luz | 2006-06-15 12:36 

 

 

 

 

2006 年  06 月  16 日  

熊野の旅 紀勢西線 那智駅 1  

 紀勢西線の列車が宇久井駅を出発してトンネルを越えると左手には太平洋が光っ

て見えます。弓なりに続く線路の先に見えるのが温泉地、紀伊勝浦です。 
 この海を良く見ると点々と人間が浮いていることがあります。これはサーファー達

です。海が荒れていない限りサーフィンの適したほどの波は立たないのですが、さん

ご礁のリーフも沖合いに長く横たわる暗礁もほとんど無い日本の海はサーフィンに

適した高く長い波が起きる海岸はほとんど無いのです。あれたとき以外は名前のとお

りこの海も『太平洋』でおとなしい方なのです。 
 この海は古くからの補陀洛（ふだらく）信仰の海です。『海に入って浄土に行こう』

なんて信仰の地ですからサーファーが浄土に連れてゆかれても文句は言えないのか

も…しかし、遭難が起きると迷惑するのは地元の漁師です。 
山の遭難と違い海の遭難救助は原則無料の互助活動です。くれぐれも遊びで迷惑は



かけないでください。 
 この海岸に『那智駅』があります。青岸渡寺、那智大社の参道の出発点です。駅舎

もそれらしいものになっています、 

 
 大きなお寺のある町の駅にはこうした作りの物が多いですね。那智駅もコンクリー

ト作りに改修された時もそのイメージを残した駅舎にされました。正面に上げられた

駅社名もそれらしい山門風の額です。 

       

 

 駅のホールも結構広く、ホームに出ても向こう側にある下り線ホームのも屋根のあ

る本当に立派な駅です。那智駅の栄光を物語るものです。 
 カメラはレチナ 2ｃ+カータークセノン 35ｍｍ  
               by je2luz | 2006-06-16 13:58 



2006 年  06 月  17 日  

熊野の旅 紀勢西線 那智駅 2  

 那智駅は観光拠点としてかつては重要な駅でした。那智山に参拝する客はここで降

りてバスに乗り換えたものです。その面影は駅前に少し残っています。 

 
 ここの駅前は随分前から区画整理が行われていてかなりの部分が取り壊されて駐

車場などになっていますが、何をしたかったのか分からない形で中断しています。 
 国道から駅前まで３０ｍほどですが、空き地は出来ていても道路は昔ながらの細い

ものが入ってきているだけです。 
 もっとも、今では定期バスはここに入ってきていますが、特急列車は停まらないの

ですから観光客の乗降も少なく、道路を拡幅してもあまり意味がないような気がしま

す。 

 

 その駅前に昔はにぎやかであったであろう土産物屋さんが残っています。私が子供

の頃に那智山に参拝した時はここで降りてバスに乗り、当然のように砂利道を土煙を



上げながら長い時間をかけて那智の滝まで乗っていったのです。時間はかかるし、疲

れるし…バスを降りたら駅前で一休みしないと…この時代は観光がお金になった時

代です。 
 今では列車もスマートなものに代わり、急行や準急が無くなり『特急』に格上げさ

れ、那智駅を通過して行きます。 

 
 那智駅のすぐそばが海になっていて海水浴場になっています。そのシーズンでも今

は車の時代で乗客は余り増えないようです。 
 この浜は今では美しい砂浜の海水浴場ですが、熊野信仰の一つの顔である『補陀洛

（ふだらく）信仰』の浄土への入り口だったのです。これについては次回に書きたい

と思います。  
by je2luz | 2006-06-17 12:48 

 

 

2006 年  06 月  18 日  

熊野の旅 紀勢西線 那智駅 3 普陀洛寺  

 那智の駅から山に方に３０ｍほどで国道４２号線に出ます。国道に出てすぐ左にあ

る交差点で右折すると霊場、那智山に向かいます。 
 国道の向かい側にこんりろとした森があります。 

 



 横断歩道を渡ってその森のほうに行くと、さほど大きくない鳥居があります。その

先には並んでお寺があります。神社とお寺の間には垣がありますが元は一緒だったの

だろうと思います。 
 さて、このお寺が熊野信仰の一つの形である補陀洛（ふだらく）信仰の対象である

『普陀洛寺』です。このお寺はお堂も新しく、ものすごく明るい感じですが、そこに

隠された歴史はあまり明るいものではないような気がします。 

 
 『補陀洛（ふだらく）信仰』とは海のかなたにある極楽＝補陀洛（ふだらく）に行

きたいと言う極楽浄土信仰の一つです。 
 普通の信者はこのお寺に参り、熊野に詣でて功徳を積めば救われるらしいのですが、

僧侶ともなるとそうは簡単に普陀洛には行けないようで、船に乗って沖に漕ぎ出し、

黒潮に任せて補陀洛に流れ着くのを待つのだそうです。ひたすらお経を唱えて、事実

上飲まず食わずにで… 
 今式に考えれば、少しこぎ出せば黒潮の支流に乗れますからかなりの速さで大王崎

の沖に出るでしょうね。更に伊豆のはるか沖を通過して房総沖に…それから先はジョ

ン万次郎の世界です。つまり、自殺行為なのです。 
 この『補陀洛寺』の住職になり還暦とかになると、この補陀洛行きが恒例になって

いたとか・・・ 
 補陀洛信仰にどっぷり漬かっていれば名誉なことでしょうが、そこまで信じても居

らず、普通の坊さんのつもりで居たら、これを押し付けられたら死ぬほど怖いことで

す。死ぬほどではなく、間違いなく死んでしまいます。 
 この普陀洛行きの最後になった和尚はさらさら船に乗ってゆくなど考えたことも

無かったようです。しかし、年が来たからと檀家衆などに無理やり船に乗せられ沖に

出ることを強要されたようです。 
 怖さのあまり船から海に飛び込んで助かろうとしてすぐ沖の岩礁にしがみついた

のですが、それを見ていた人々により再び船に乗せられ、今度は戸板を釘で打ち付け

られ絶対に出られないようにして、沖に流されたそうです。集団殺人が行われてしま

ったのです。 
 それ以来、このお寺から『補陀洛渡海』は出なくなったそうです。 



 空海は衆生を救うために高野の山で即身成仏なさいました。他の高僧も沢山この道

を自ら選びました。 しかし、宗教という名のもとに、狂気が行われることもあるの

です。 
 このお寺をも観光化しようとしてるようで少々疑問を感じます。 
 お寺は明るく立て替えられていますが、神社は古びてひっそりとしています。那智

山同様ここも明治になるまでは神仏混合で一体としてやってきたのです。 
 普陀楽信仰の負の部分を押し込めて居るのはお寺ではなく神社の方のような気も

します。 
 ご詠歌西国の一番に… 
ふだらくや きしうつ なみは みくまのの なちの おやまに ひびく たきつせ  

 
 カメラはコダック メダリスト I    by je2luz | 2006-06-18 13:27 

 

 

 

 

 

2006 年  06 月  19 日  

熊野の旅 紀勢西線 紀伊天満駅 1  

 那智を出発するとすぐに列車が停まります。東京の御徒町の辺りみたいなもので駅

の間隔がまるで無いのです。この先の紀伊勝浦駅と三つの間は遮る山も大きな川も無

く、なぜ三つの駅があるのか良く分からないものです。 
 紀勢西線はローカルの私鉄として出発したので集落ごとに駅を作ったのでしょう



が、国鉄になってからも、地元の有力者が国会議員と手を携えて鉄路の建設に尽力し

ながら、自分達の集落を通らせ、駅を作らせたと言うことが、随分前の朝日新聞の特

集で書かれていました。そのおかげで線路は不必要に曲がり、駅が多いのだそうです。

まあ、この辺りは地形上遠回りさせるまではありませんが… 

 
 紀伊天満駅は非常に小さな駅です。駅舎はコンクリートの箱のようなものです。旧

国鉄で有人駅時代の駅舎はどんなものだったのか記憶にありません。元の名前は『那

智山口』とかいったようです。『那智駅』の方が後で出来たようです。この天満駅の

駅前周辺は拡幅の仕様が無かったので事実上の移転だったのでしょうね。しかし、鉄

道華やかなりし頃ですから、駅が残り『紀伊天満』と改称されたようです。 

 



 狭いホーム一本の駅ですが、通学時間には高校生達が乗り込んでいます。上りの場

合『紀伊佐野駅』の新宮商業高校や『新宮駅』の県立新宮高校。私立新宮高校への通

学なのでしょうね。電車区間とは言え、相互発着ではないですから乗り遅れれば大幅

遅刻ですね。 

 
この写真はニコン F+ニッコール 20ｍｍ  
            by je2luz | 2006-06-19 11:39  

 
 
 
 
 
 
2006 年  06 月  20 日  

熊野の旅 紀勢西線 紀伊天満駅 2 名水  

 きいてんまえきのすぐそばに木造の大きな倉庫のような建物が見えています。踏み

切りのすぐ横のその建物の壁のところに、なにやら立て札が出ています。 

         
 その立て札には、ここに名水が湧いていた事と。その名水を大切にしましょうと言

うような趣旨のことが書かれています。水道のコックが着いていますが、これから出

てくる水はこの大きな建物の主、お酢の醸造元の井戸の水でここの名水だそうです。 
 お酢にしろお酒にしろ良い水がなければおいしいものは出来ないものです。 



 紀州は概ね花崗岩とか変成岩とか割ときれいな、おいしい水を作り出す岩で出来た

山です。ここに湧き出してくる水もすぐ向こうに見える那智の山々に降った雨が地下

を通ってきたものです。緑で覆われた山からしみこんだ水ですからおいしくないはず

はありません。 
 この立て札のある角を回るといかにもそれらしい板の扉があります。扉自体はさほ

ど古くないようですが、昔ながらの書き方で商標が書かれています。 

 
 近代的で無いのがいかにもローカルの醸造元らしくて好ましいものです。しかし…

それにしても…警備会社のステッカーは無神経ですね。場所をわきまえろと言いたい

ような感じでべたべた貼られています。まあ、不思議な対比で面白いともいえますが

ね。 
 残念ながら私はこのお酢を買ったことがありません。全国何処ででも買える酢を買

っています。おそらく知らないうちに口にしたことがあるのでしょうが、どんなお酢

なのか書くことが出来ません。 
 串本にも醸造元があり酒や醤油もあったような気がします。 
 昔は、全国各地に、このような小さな醸造元がたくさんあって、その地区の酒・醤

油・酢・味噌などを自給していたものです。いつの間にかこうしたものが減ってしま

いテレビでおなじみのものばかりになってきています。本当のその地区の料理はその

地区の調味料で料理しないと本来の味が出ないのでしょうね。今度、ここの酢を探し

て使ってみます。 
 大量生産のメーカーの方が良い場所に置かれ、安く売られるので…確か、チラシで

は時々串本？の醤油が載っていますが、お酢はどうか記憶にありません。 
 地元の人間がこれですから・・・ 
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